
2　pick up

総
務
文
教
常
任
委
員
会
・
産
業
民
生
常
任
委
員
会

第３回
　定例会

９月９日～９月３０日
　２９案件
　　議案　　　　１３案件
　　認定　　　　　８案件
　　報告　　　　　４案件
　　議長発議議案　１案件
　　意見書案　　　３案件

●質疑とは……
　議会に提出した議案に対してその内容や不明な点を聞くことです。

令和7年

《
総
務
文
教
常
任
委
員
会
》

★
令
和
７
年
９
月
18
日
㈭

◎
議
案
第
６
号

　

伊
達
市
及
び
有
珠
郡
大
滝
村

の
廃
置
分
合
に
伴
う
地
域
自
治

区
の
設
置
に
関
す
る
協
議
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
事
項
を
変
更
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
◎
議
案
第
７
号

伊
達
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

《
産
業
民
生
常
任
委
員
会
》

★
令
和
７
年
９
月
22
日
㈪

◎
議
案
第
５
号

伊
達
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

常
任
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

Pick up1　
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。



pick up　3

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
補
正
予
算
）

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
補
正
予
算
）

　
津
波
の
第
一
波
到
達
（
約
61
分
を
想
定
）
ま
で

に
、
館
山
下
及
び
西
浜
地
区
の
住
民
が
浸
水
想
定

区
外
へ
円
滑
か
つ
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
線

路
横
断
を
可
能
と
す
る
避
難
経
路
を
整
備
す
る
た

め
の
経
費
約
１
７
８
万
円
。

質
疑
▼
運
用
開
始
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
。

答
弁
▼
令
和
７
年
中
に
工
事
を
行

い
、
令
和
８
年
度
早
々
に
使
え
る

よ
う
に
計
画
を
し
て
い
る
。

質
疑
▼
今
後
、
線
路
横
断
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
な
ど
を
行
う
考
え

は
あ
る
か
。

答
弁
▼
実
際
に
線
路
横
断
を
行
う

避
難
訓
練
は
必
要
と
考
え
る
。
Ｊ

Ｒ
北
海
道
と
協
議
を
進
め
、
働
き

か
け
て
い
く
。

質
疑
▼
住
民
の
周
知
と
し
て
、
標

識
や
誘
導
看
板
な
ど
が
重
要
で
あ

る
が
、
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁
▼
線
路
横
断
の
設
置
目
的
な

ど
を
周
知
す
る
看
板
設
置
は
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
を
誘
導

す
る
看
板
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
中
に
予
算
を
計
上
し
、
令
和

８
年
度
に
設
置
を
考
え
て
い
る
。

Pick up3

　
入
居
率
が
低
い
大
滝
区
の
市
営
住
宅
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
一
部
に
つ
い
て
、
弾
力
的
運
用
に

よ
る
企
業
向
け
住
宅
と
し
て
の
運
用
を
目
指
す
。

段
階
的
に
暖
房
機
等
を
オ
ー
ル
電
化
仕
様
か
ら
灯

油
仕
様
に
改
修
す
る
経
費
約
２
，
１
０
０
万
円
。

質
疑
▼
大
滝
区
白
樺
団
地
の
弾
力

的
運
用
に
よ
る
企
業
向
け
住
宅
の

内
容
に
つ
い
て
。

答
弁
▼
入
居
率
が
低
い
市
営
住
宅

に
対
し
、
市
民
の
入
居
を
妨
げ
な

い
状
況
で
あ
れ
ば
、
企
業
向
け
に

貸
し
出
せ
る
。
こ
れ
は
国
で
示
さ

れ
た
市
営
住
宅
の
取
り
扱
い
の
一

つ
で
あ
る
。

質
疑
▼
優
徳
町
に
も
、
オ
ー
ル
電

化
仕
様
の
市
営
住
宅
が
あ
る
が
、

故
障
等
が
増
え
て
き
て
い
る
。
例

え
ば
、
灯
油
仕
様
に
改
修
さ
れ
た

白
樺
団
地
に
移
れ
る
の
か
。

答
弁
▼
で
き
れ
ば
市
外
か
ら
の
入

居
者
な
ど
を
考
え
て
い
る
の
で
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

質
疑
▼
弾
力
的
運
用
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
市
民
ニ
ー
ズ
も
調
査

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
▼
行
う
方
向
で
進
め
て
い
く
。

「
空
き
部
屋
、
も
っ
た
い
な
い
」

津
波
避
難
は
線
路
を
渡
ろ
う

Pick up2
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

津波災害対策の踏切横断用トビラ設置場所

大滝区・白樺団地



こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
）

　
令
和
６
年
度
に
新
規
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
、
医
療
や
福
祉
分
野
の
資
格
を
取
得
し
、
就
業

す
る
方
へ
の
奨
学
金
返
還
支
援
。

　
事
業
初
年
度
の
実
績
と
し
て
、
７
名
に
対
し
総

額
約
70
万
円
の
支
援
を
行
っ
た
。

質
疑
▼
本
事
業
の
総
括
は
。

答
弁
▼
対
象
者
を
10
名
と
想
定
し

て
い
た
が
、
結
果
と
し
て
、
支
援

し
た
の
は
７
名
だ
っ
た
。
た
だ
し
、

事
業
と
し
て
は
好
評
で
あ
っ
た
。

質
疑
▼
今
後
の
事
業
の
継
続
は
。

答
弁
▼
令
和
７
年
度
は
、

予
算
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
。

質
疑
▼
令
和
６
年
度
は
、

看
護
師
、
保
育
士
等
、

医
療
・
福
祉
資
格
取
得

者
へ
の
補
助
で
あ
っ
た
。

今
後
、
対
象
資
格
を
増

や
す
予
定
は
。

答
弁
▼
当
面
は
、
医
療
・
福
祉
に

関
わ
る
方
々
に
対
す
る
支
援
を
強

化
す
る
。
そ
れ
が
充
実
し
た
後
に
、

対
象
資
格
を
拡
大
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

Pick up4
奨
学
金
の
返
済
補
助

　
ま
ず
は
７
名
に
支
援

4　pick up

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
）

　
観
光
情
報
発
信
や
誘
客
活
動
を
担
う
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
、
商
工
観
光
課
に
配
属
の
鳥
口

能
誠
隊
員
（
４２
歳
）
が
活
躍
し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
決
算
額
は
約
３
７
０
万

円
。

質
疑
▼
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
、

イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
導
入
し
た
が
。

答
弁
▼
ミ
ス
マ
ッ
チ
防
止
の
た
め
、

約
３
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
行
い
、

１
名
を
採
用
し
た
。

質
疑
▼
隊
員
の
活
動
実
績
は
。

答
弁
▼
毎
週
、
イ
ン
ス
タ
を
ア
ッ

プ
し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
道
の
駅
に
観
光
情
報
コ
ー

ナ
ー
や
飲
食
店
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、

好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
趣
味

を
活
か
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

質
疑
▼
事
業
成
功
の
要
因
は
。

答
弁
▼
本
人
の
人
柄
が
一
番
だ
が
、

担
当
職
員
と
の
連
携
も
し
っ
か
り

と
取
れ
て
い
る
。

伊
達
市
を
盛
り
上
げ
る

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

Pick up5
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

奨学金返還支援事業の周知ポスター

積極的な活動で大活躍の鳥口隊員

と
り
ぐ
ち

よ
し
ま
さ



pick up　5

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
）

　
災
害
時
に
住
民
に
経
過
、
避
難
呼
び
か
け
な
ど

に
、
も
っ
と
活
用
を
図
る
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
事
業
主
体
と
の
協
議
の
場
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
っ
た
。
決
算
額
事
業
費
約
１
，
４
９
８
万

円
、
推
進
経
費
約
１
７
８
万
円
。

質
疑
▼
災
害
時
に
緊
急
割
り
込
み

放
送
な
ど
取
り
決
め
、
災
害
時
に

ワ
イ
ラ
ジ
オ
活
用
を
う
た
っ
て
い

る
が
、
先
日
の
津
波
時
に
は
う
ま

く
活
用
を
図
れ
た
の
か
。

答
弁
▼
令
和
３
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
、
令
和
６
年
に
緊
急
割

り
込
み
に
つ
い
て
活
用
を
始
め
た
。

質
疑
▼
「
災
害
の
時
こ
そ
ワ
イ
ラ

ジ
オ
を
つ
け
よ
う
」
な
ど
の
宣
伝

を
す
る
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
。

答
弁
▼
災
害
時
に
必
要
な
情
報
の

協
議
を
行
い
運
用
方
針
の
連
携
を

強
め
た
い
。

Pick up7

　
新
幹
線
ル
ー
ト
が
後
志
側
に
決
定
し
工
事
も
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
令
和
７
年
度
に
も
、
戦
略
会

議
を
廃
止
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
令
和

６
年
度
決
算
額
約
11
万
円
。

質
疑
▼
令
和
７
年
度
に
も
戦
略
会

議
の
廃
止
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

廃
止
に
至
っ
た
経
過
は
。

答
弁
▼
後
志
ル
ー
ト
決
定
に
よ
り
、

活
動
も
停
滞
し
、
今
後
は
苫
小
牧
、

室
蘭
各
期
成
会
で
国
・
道
へ
の
要

請
し
て
い
く
こ
と
で
考
え
ざ
る
を

得
な
い
と
の
方
向
で
あ
る
。

質
疑
▼
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
た
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
が
、

ダ
イ
ヤ
改
正
で
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
に

く
く
な
っ
た
。
た
だ
廃
止
で
は
な

く
、
日
胆
全
体
で
地
域
の
観
光
資

源
（
空
港
、
温
泉
、
ア
イ
ヌ
象
徴

空
間
、
縄
文
遺
跡
群
な
ど
）
ど
う

活
用
す
る
か
、
検
討
す
る
べ
き
だ
。

答
弁
▼
現
在
、
新
た
な
枠
組
み
で

の
取
組
を
ど
う
す
る
か
は
検
討
さ

れ
て
い
な
い
。

北
海
道
新
幹
線
ｎ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ
ｎ
ｎ

戦
略
会
議
廃
止
か

災
害
の
時
こ
そ
、
ワ
イ
ラ
ジ
オ

Pick up6
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決
定

を
受
け
、
胆
振
・
日
高
地
域
で
は

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
平

成
25
年
に
「
地
域
戦
略
会
議
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
４
市
14
町
の
商

工
会
や
観
光
協
会
が
加
盟
し
、
地

域
の
魅
力
を
発
信
・
再
発
見
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

戦
略
会
議
と
は
？



こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
）

　
市
内
東
関
内
町
で
Ｊ
Ａ
に
管
理
委
託
し
て
い
る

公
共
牧
野
で
マ
ダ
ニ
発
生
の
要
因
と
対
策
、
作
業

に
当
た
っ
て
い
る
牧
夫
の
健
康
管
理
な
ど
の
質
疑

が
あ
っ
た
。
令
和
６
年
度
の
決
算
額
約
１
，
２
４

５
万
円
。

質
疑
▼
令
和
６
年
度
の
利
用
実
積

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
マ
ダ

ニ
が
発
生
し
た
と
聞
く
が
、
原
因

及
び
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。

答
弁
▼
利
用
件
数
７
件
、
牛
１
３

５
頭
で
あ
る
。
マ
ダ
ニ
発
生
の
原

因
は
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
気

候
の
温
暖
化
が
考
え
ら
れ
る
。
最

悪
の
場
合
、
牛
の
死
亡
に
至
る
こ

と
も
あ
り
、
公
共
牧
野
に
上
げ
る

前
に
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
る
。

質
疑
▼
人
員
及
び
休
憩
な
ど
の
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
▼
牧
夫
４
名
、
う
ち
女
性
２

名
。
女
性
の
た
め
洋
式
簡
易
ト
イ

レ
を
設
置
。
現
地
に
電
気
が
通
っ

て
い
な
い
た
め
、
休
憩
小
屋
は
発

電
機
で
対
応
し
て
い
る
。

Pick up8
地
域
畜
産
の
安
心
を
支
え
る

6　pick up

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
）

　
海
外
見
学
旅
行
・
海
外
留
学
・
予
備
校
と
の
連

携
講
習
・
模
擬
試
験
等
の
受
験
・
部
活
動
講
師
招

聘
へ
の
助
成
事
業
。
決
算
額
は
約
１
，
９
１
５
万

円
。

質
疑
▼
「
教
育
委
員
会
点
検
・
評

価
報
告
書
」
に
、
道
立
学
校
の
取

組
に
対
し
て
市
が
評
価
す
る
こ
と

は
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
評
価

不
可
と
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
１

億
円
以
上
の
予
算
が
執
行
さ
れ
て

い
る
事
業
を
評
価
し
て
い
な
い
こ

と
は
問
題
で
あ
り
、
５
年
間
の
総

括
を
す
べ
き
だ
。

答
弁
▼
外
部
評
価
か
ら
も
指
摘
を

受
け
て
い
る
。
次
年
度
に
向
け
て

事
業
を
検
証
す
る
。

質
疑
▼
地
域
振
興
が
目
的
の
本
事

業
を
、
義
務
教
育
を
所
管
す
る
教

育
委
員
会
が
所
管
す
る
こ
と
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
▼
次
年
度
に
向
け
て
、
内
部

で
適
切
な
所
管
部
署
を
検
討
し
て

い
る
。

道
立
高
校
と
市
、
ど
こ
ま
で
関
わ
る

Pick up9
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く　
や

ぼ
く
や

ぼ
く
ふ

東関内町にある公共牧野

北海道立伊達開来高校



pick up　7

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
）

　
伊
達
発
電
所
休
止
の
影
響
で
給
水
収
益
が
約
１

億
１
，
０
０
０
万
円
減
少
。
純
利
益
は
前
年
比
約

１
，
２
０
０
万
円
減
少
に
留
め
る
。

質
疑
▼
令
和
６
年
北
電
伊
達
発
電

所
休
止
の
影
響
で
収
益
が
１
億
円

程
度
の
減
収
に
な
る
と
説
明
を
受

け
て
い
た
が
、
決
算
全
般
に
ど
の

よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
▼
損
益
計
算
書
上
で
は
退
職

手
当
引
当
金
の
計
上
を
取
り
や
め

等
で
純
利
益
を
９
，
５
０
０
万
円

確
保
し
た
。
し
か
し
健
全
化
指
標

は
軒
並
み
悪
化
し
て
い
る
。

質
疑
▼
発
電
所
休
止
の
説
明
時
に

２
年
後
を
目
処
に
水
道
料
金
の
改

定
を
検
討
す
る
と
伺
っ
た
が
変
更

は
な
い
の
か
。

答
弁
▼
自
己
資
本
比
率
の
全
国
平

均
が
７２
％
、
伊
達
市
は
９０
％
と
健

全
な
こ
と
も
あ
り
、
い
ず
れ
料
金

改
定
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
も
う

少
し
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
く
。
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実
質
収
支
額
は
令
和
２
年
度
の
約
１
億
１
，
０

０
０
万
円
か
ら
令
和
６
年
度
は
８４
万
円
に
悪
化
。

質
疑
▼
歳
入
額
と
歳
出
額
の
差
引

額
で
あ
る
実
質
収
支
額
が
年
々
減

っ
て
き
て
い
る
。
近
い
将
来
に
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁
▼
年
々
繰
越
額
が
減
り
令
和

６
年
度
は
約
６
，
０
０
０
万
円
の

基
金
繰
り
入
れ
を
し
て
い
る
。
団

塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
移
り

国
保
の
被
保
険
者
数
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
も
悪
化
の
要
因
。
基
金

残
高
は
４
億
３
，
０
０
０
万
円
あ

る
が
、
令
和
１２
年
の
北
海
道
と
の

税
率
統
一
を
考
慮
し
な
が
ら
保
険

税
率
の
改
定
を
考
え
て
い
か
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

質
疑
▼
厳
し
い
国
保
運
営
に
つ
い

て
国
へ
の
要
望
活
動
は
。

答
弁
▼
国
の
負
担
割
合
引
き
上
げ

を
要
望
し
て
い
る
。

厳
し
い
状
況
が
続
く
国
民
健
康
保
険
会
計

こ
れ
か
ら
の
水
道
料
金
は
ど
う
な
る
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こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。


